
基本技術の励行で気象変動に負けない稲作りを！ 
冷 害 対 策

冷害危険期は出穂前２５～８日

極端な早植えは禁物です！
早く植えると生育ステージも早くなる

ため、冷害危険期が梅雨寒の時期に当た
ってしまいます。右の表の播種と移植時
期の早限を参考に、冷害回避を念頭に置
いた作業計画を立てましょう。

冷害危険期に低温に見舞われたら！

頴花分化期(出穂前２５～１５日) 減数分裂期(出穂前１５～８日)

症 ・籾の退化 ・被害が最も大きい時期
状 ・白ふの発生 ・花粉の形成阻害による不稔籾の発生

・1 0 cm 程度の湛水により株元を保温 ・幼穂が隠れ
対 して幼穂を保護する。 行う。水は動かさな

・穂肥は適期に施用し籾数を確保す 温を保つ。
る。なおその際チッソだけでなく、 ・低温時にはいもち病
カリやリン酸も加える。 なるので葉

策 ・葉色が濃くいもち病の発生が懸念さ たら、穂いもちへの
れる時は、穂肥を減らす。 薬剤防除する

る程度の深水かんがいを
いようにして水

が発生しやすく
いもちの発生が認められ

感染を防ぐため
。
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幼穂形成期 減数分裂

ふさおとめ （４／２０） ６／１８頃 ６／２９～７

ひとめぼれ （５／　１） ６／２７頃 ７／　８～７

（４／２０） ６／２８頃 ７／　９～７

（５／　１） ７／　２頃 ７／１３～７

　気象条件や地域により、水稲の生育ステージは大きく異なります。各地域で発行される水稲生育情報や、県発行の「水稲

の生育状況と当面の対策」から、常に水稲の生育ステージの平年遅速を把握しておきましょう。「水稲の生育状況と当面の

対策」は、“千葉県ホームページ→ちばの農林水産業→水稲の生育情報”で閲覧できます。

コシヒカリ

品種（移植日）

平年的な気象条件における品種ごとの生育ステージ（県中央地域）

期 出穂期

／　６頃 ７／１４頃

／１５頃 ７／２３頃

／１６頃 ７／２４頃

／２０頃 ７／２８頃

播種 移植
ふさおとめ
ひとめぼれ
コシヒカリ
初　　　星
ヒメノモチ

冷害回避のための播種、移植

3/20 4/15

4/5 4/2

品種 安房・東京湾
出穂期 播種 移植 出穂期

時期及び出穂期の早限（稚苗移植）

3/25 4/20
7/20

4/10 5/1

7/15

5

地域区分
沿岸 その他の全域

乳 白 粒 発 生 対 策
乳白粒の発生原因は、登熟期間の
ません

基本的な栽培管理の改善により、乳白粒

高温だけではあり

の発生防止は可能です！
根を深く張らせ、水分や養分を
①秋耕でワラや雑草の分解
②地力を増進し、根が深く

十分吸えるようにしましょう。
を促進させ、植付け後の還元害を防止。
入るようにする。

適正な生育量を確保 ょう
①植付け本数は 本を
②基肥は、茎数 なり
③植付け後目標 とれ
④穂肥施用時期 ぎず

（籾数は３２，０００粒/㎡以内に、下表参照）。
目安に。
すぎないように適切な量を施用。
たら、中干しや間断潅漑で過剰な分げつの発生防止
遅すぎず(施用適期は出穂前１８日幼穂長１cm の時

水管理は適正に
①中干しや間断 土壌
②出穂後２５日 間断
③高温時や乾燥 くと

を酸化的にし、根の活性を高く維持する。
潅漑を行い、養分の転流を促進する。
きには水を入れる(極端な高温時は昼間水を入れる)

一穂籾数 籾数

(本/株) (粒) (粒/㎡)

２７ ６５ ３２，０００

２５ ７０ ３２，０００

２２ ８０ ３２，０００
の値は暫定値。

のための目標穂数と籾数の目安
穂数

㎡)

ふさおとめ ０

ひとめぼれ ０

コシヒカリ ０
※坪当たり60株植えの シヒカリ

向上

品種名

初期生育不良、初期茎数不足

 移植後～分げつ
 初期の低温寡照

不適切な栽植条件
(苗質､栽植密度､わら未分解)

高次分げつの発生

弱勢穂の出現

籾数過剰

 幼穂形成期前後の
　急激な天候の回復

籾へのデンプンの転流、蓄積の停滞

乳白粒の発生

乳　白　粒　発　生
  ※平成14年乳白粒多発

　要  因　の　模　式　図
要因とりまとめ資料から。

幼穂形成期の過繁茂

 は気象要因

 は栽培管理  を示す

 は水稲の反応

 

不合理な施肥

基肥過多　穂肥過少

不良な圃場条件

地力低下､老朽化　 すき床層が硬い

稈強度低下

登熟期間の光合成量低下

出穂後葉色低下

倒伏

、屑米の増加

　出穂後の高温と
　乾燥した風

根の伸長の阻害

吸水力減退、蒸散過多

助長

千葉県・千葉米改良協会 
しまし
３～５
が多く
茎数が
は早す

潅漑で
までは
風が吹

(本/

４８

４５

４０
場合。コ

品質


